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日本大学生訪韓団第 1団（派遣プログラム）の記録 

（対象国：韓国） 

１．プログラム概要 

 日本全国から選抜された大学生等 20名が韓国を訪問し，学生交流，ホームステイ，

文化体験などを通じて韓国への理解を深めるとともに，日本の魅力（文化・国民性等）

の発信，日韓の相互理解と信頼関係の増進に寄与することを目的として活動しました。 

また，帰国前の報告会では，本訪韓経験を活かした帰国後のアクション・プランにつ

いて発表しました。  

【訪問地】   

韓国ソウル特別市，京畿道城南市・坡州市，慶尚北道慶州市・浦項市，釜山広域市 

２．日程

3月 6日（火）金浦国際空港から入国 

3月 7日（水） 

【表敬訪問】韓国国立国際教育院訪問 

【文化体験】仮面劇体験，【視察】ハングル博物館 

3月 8日（木） 

【学校訪問・交流】淑明女子大学校 

【講義】「韓国文化について」 

【文化体験】韓服試着，【視察】昌徳宮 

3月 9日（金） 

【視察】DMZ視察プログラム，【交流】ホームステイ対面式 

3月 10日（土） 

終日ホームステイ 

3月 11日（日） 

ホームステイより再集合，慶州へ移動 

3月 12日（月） 

【視察】仏国寺，石窟庵，慶州東宮・月池 

【学校訪問・交流】東国大学校慶州キャンパス 



 

2 

3月 13日（火） 

【企業訪問】浦項製鉄所，釜山へ移動，【視察】朝鮮通信使歴史館 

 

3月 14日（水）  

【学校訪問・交流】東義大学校,【視察】甘川文化村，成果報告会 

 

3月 15日（木）金海国際空港から帰国 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

3月 7日【表敬訪問】国立国際教育院 

（京畿道城南市） 

3月 7日【文化体験】仮面劇 

（ソウル特別市） 

  

3月 8日【学校訪問・交流】淑明女子大学

校（ソウル特別市） 
3月 8 日【視察】昌徳宮（ソウル特別市） 
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3月 9日【視察】DMZ見学プログラム 

（京畿道坡州市） 

3月 9日【交流】ホームステイ対面式（ソ

ウル特別市） 

  

3月 12日【視察】仏国寺（慶尚北道慶州市） 
3月 12日【学校訪問・交流】東国大学校慶

州キャンパス（慶尚北道慶州市） 

  

3月 12日【視察】慶州東宮・月池 

（慶尚北道慶州市） 

3月 13日【企業訪問】posco 

（慶尚北道浦項市） 
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3月 13日【視察】朝鮮通信使歴史館（釜山

広域市） 

3月 14日【学校訪問・交流】東義大学校 

（釜山広域市） 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本 団員 

ホームステイの際にホストファミリーに地元である九州のお菓子をプレゼントした

らとても喜んでくれ，九州に遊びに行くと言ってくれました。遊びに来たときは案内を

してあげたいと思います。 

 

◆ 日本 団員 

プログラムを通じて，自分自身が報道や世論を通じて無意識に構築していた「近くて

遠い」「分かり合うことが困難な国」という韓国のイメージが一気に崩れました。個人

レベルから輪を広げ，良好な関係を築くことができる可能性を直に体験することができ，

有意義な時間となりました。 

  

◆ 日本 団員 

南北関係や朝鮮通信使の歴史，徴兵制について深く学ぶことで，日本の義務教育（歴

史教育）やメディアで知ることができない知識を得ることができ，自分自身の視野が広

がったとともに，まだまだ勉強が足りないということを思い知らされました。さらに韓

国の歴史に対する勉強が必要と実感するとともに，今後の日韓関係は私たち若い世代に

かかっていると感じました。 

  

◆ 日本 団員 

国が違っても仲良くなれるということがわかりました。笑顔は万国共通であり，言葉

が通じなくても笑顔で乗り越えられました。行く前は韓国は少し怖いと思っていました

が，実際に行ってみると日本と似ている部分も多く，自分の中のイメージががらっと変

わりました。 
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５．受入れ側の感想 

◆ 受入れ事務局担当者 

 初めての受け入れで準備の段階ではとても大変でしたが，日本の学生と 10 日間を一

緒に過ごしながら，とてもやりがいを感じました。若者同士であるからこそ通じ合える

ものがあり，このような交流の必要性を認識しました。また，訪韓団の運営を通じて，

日本により関心を持つようになりました。来年も受け入れを行いたいと思います。 

 

◆ 訪問学校（学生） 

 以前，訪日団で日本を訪問して，日本に関心を持つようになり，また，そのときの恩

返しをしたくて参加しました。交流では言葉が通じない部分も多少ありましたが，お互

いが配慮しながら話をしたので，十分に交流ができました。日本の学生とのディスカッ

ションを通じて，多様な考え方や文化があるということを学ぶことができ，とても楽し

い時間となりました。 

  

◆ ホームステイホストファミリー 

日本人と友達になりたいと思ってホームステイの受け入れをしました。ホームステイ

に来た学生はとても優しくて仲良くなれてよかったです。次は日本で会う約束をしたの

で，遊びに行きたいと思います。 

 

６．参加者の対外発信 

 

 

日本大学生訪韓団第1団の活動について紹

介。 

日本大学生訪韓団 1 団で得た成果につい

て,日本語・英語で紹介。 
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日本大学生訪韓団第 1 団の団体 instagram

ページを新たに作成し,運営。訪韓中に毎

日,日本語と韓国語で活動内容を紹介。 

日本大学生訪韓団第 1 団の活動について,

紹介。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

学校訪問での交流やホームステイ，各種視察についての感想や，帰国後のアクション・

プランについて発表した。代表的なアクション・プランとしては，「今回の経験を所属

大学のゼミで発表する」「新聞に寄稿する」「大学訪問時の日本の魅力発表で故郷である

秋田県の紹介をしたところ，とても反応がよかったので，ツアープランを作成して，旅

行会社に働きかけたい」などの内容があった。 

 


